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第１７回 原子力建築運営委員会 議事録 

 

日 時：2014 年 3 月 28 日（金） 14:00～15:30 

場 所：日本建築学会 202 会議室 

出席者：北山（主査：首都大）、中川（幹事：中電)、 

（敬称略）瀧口（東工大）、橘高（首都大）、前田（東北大）、 

    菊地（東電）、秋田（関電、伏見委員代理）、梅木（中電）、川里（原電)、 

    今塚（大林）、兼近（鹿島）、三浦（清水) 【下線＿_は欠席者】 

(ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞ)尾形（東北電）、菊川（北陸電）、阿比留（中国電）、武井（電発）、 

    棟方（原燃）、諏訪（中電)、小野（大成)、神地（竹中)、辻（原安進) 

資 料：17-1 第１６回 原子力建築運営委員会 議事メモ（案） 

17-2-1 『建築雑誌』原稿執筆およびアンケート 

17-2-2 原子力関連学協会規格類協議会 開催実績 

17-3-1 2014 年度の原子力建築運営委員会の検討体制 

17-3-2 2014 年度 原子力建築運営委員会委員名簿（案） 

17-3-3 2014 年度構造委員会 各委員会設置期間・予算額 

17-4-1 2013 年度 耐震構造評価小委員会 活動状況 

17-4-2 2013 年度 原子力建築物維持管理小委員会 活動状況 

17-4-3 原子力施設鉄筋コンクリート構造計算規準（RC-N）改定講習会における

読者からの質問とその回答について（事後報告） 

17-5-1 2014 年度大会 PD 作業スケジュール（案） 

17-5-2 2014 年度大会パネルディスカッション予告原稿（案） 

 

議 事： 

第１７回の原子力建築運営委員会として、本年度の活動状況について確認するととも

に、各小委員会の活動状況について報告を受け、来年度の活動体制・活動計画、2014 年

度大会パネルディスカッションなど、今後の進め方について議論を行った。 

 

主な議事を以下に示す。 

 

〔前回議事録について〕 

◆ 梅木委員より、前回議事録について説明があり、コメント等はなく了承された。 

 

〔『建築雑誌』原稿執筆およびアンケートについて〕 

◆ 今塚委員より、学会から執筆依頼のあった『建築雑誌』2014 年 5 月号特集につい

て説明があり、執筆原稿およびアンケートの内容の紹介があった。 

 

〔三学協会連絡会の状況について〕 

◆ 梅木委員より、原子力関連学協会規格類協議会の開催実績および次回の予定につ

いて説明があり、12/17 に開催された第 35 回原子力関連学協会規格類協議会議事

録の内容が紹介された。 

◆ 北山主査より、3/11 に開催された第 36 回原子力関連学協会規格類協議会について、

各学協会からの報告では膨大な資料が出ており土木学会からも出されていた、と
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の紹介があった。 

 

〔来年度の活動計画について〕 

◆ 梅木委員より、2014 年度の原子力建築運営委員会の検討体制、委員会名簿および

2014 年度予算について説明があった。 

◆ 原子力建築運営委員会の委員数は、2014 年度より 12 名から 24 名体制となり、こ

れまでオブザーバとして参加していた小野氏（大成）、神地氏（竹中）、辻氏（原

安進）に加え、各電力会社（8 名）および楠先生（東京大学）が新規に参入するこ

ととなった。 

 

〔各小委員会の本年度活動状況について〕 

◆ 梅木委員より、耐震構造評価小委員会について、2/21 に開催された小委員会の状

況報告、年間スケジュール案、2013 年度活動成果報告について説明があった。ま

た、原子力発電施設の耐震裕度明示化に関する活動状況について紹介があった。 

◆ 秋田委員代理より、昨年 8/8 に開催された RC-N 規準改定講習会における読者から

の質問とその回答について説明があり、事後報告として学会 HP にも掲載されてい

る旨の周知をお願いしたい、との依頼があった。 

◆ RC 規準について、近々内容の見直しが予定されているが、前回ほどの大きな改定

にはならないことから、それも踏まえた上で、RC-N 改定について改めて小委員会

の場で議論する、との説明があった。 

◆ 梅木委員より、原子力建築物維持管理小委員会について、3/14 に開催された小委

員会の状況報告、年間スケジュール案、2013 年度活動成果報告について説明があ

った。また、維持管理指針の改定に関するスケジュール案、電共研成果等の反映

項目案について紹介があった。 

◆ 北山主査より、改定スケジュールについて、構造委員会の査読コメント反映に対

する本委員会での確認が必要であるが、本委員会開催のタイミングも考慮すると、

現案では 10 月改定は厳しいと思われるため、スケジュール全体の前倒しが必要で

はないか、との意見が出された。 

 

〔2014 年度大会パネルディスカッションについて〕 

◆ 梅木委員より、2014 年度大会 PD 作業スケジュール（案）および PD 予告原稿（案）

について説明があり、記載内容について議論した。 

◆ 北山主査より、主題解説のどこかに、維持管理指針の改定に関する内容を取り込

んでほしい、との意見があった。 

 

〔その他〕 

◆ 次回の原子力建築運営委員会は、2014/6/20（金）14:00～に開催する。 

 

以上 


